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戸隠顕光寺年表〔古代・中世〕

牛山佳幸

〔凡例〕

①木稿は長野県上水内郡戸隠村に所在した戸隠頭光寺（明治の神仏分離以後は、戸隠神社

　として同地に鎮座）の歴史のうち、古代・中世の事項を年表にまとめたもので、下隈は

　慶長19年（1613）までとした。これ以後の近世・近代の分は劉稿の予定である。

②戸隠顕光寺の年表は、すでに宮沢嘉穂冨戸隠諏一歴史と伝説一巡（196曙年初叛、戸隠史

　説刊行会）、『戸隠一総合学術調査報告一藩　G9召年、信濃毎口覇欄社）、佐藤貢摩戸

　隠正子由君（1981年、和広1．し1販）、冒山岳修験学会　平成3年度　第12回戸隠山大会露

　（発表要旨・資料集、1991年、戸隠山大会実行委員会）、密戸隠信仰の歴吏渥（1997年、

　戸隠神社）などに付録として掲載されているものがあり、これまで利用されている。あ

　えて木稿をまとめたのは、．上記の年表にはいずれも若干の脱漏が見受けられ、ややもす

　ると史料の誤読に基づく綱文を含むものや、典拠不詳で史実とは思われない伝承を吟味

　せずに掲げたものなどもあるため、現時点でできうる隈り詳細で、かつ正確な年表を作

　成する必要を痛感したからに他ならない。不備な点は今後とも補訂していく曲直である。

③露文はなるべく典拠とした史料上の用語・癬藷を生かすのを原剛としたが、明らかに誤

　記、誤写と思われるものについては、括弧を付して補正した。なお、雷顕露寺流記考に

　依拠した項臼が多いが、同書には史実と、そうでない不確かな記事が混在しているとみ

　られるため、明らかに伝承的なものについては「俵える」という語を補った。

嘉祥2勾三（　8庵9）

騒泰2｛1三（　899＞

長元元年（1038＞

康平元年〈io58＞

延久元～4年

この頃、飯縄山の修行者「学説」が、鬼を岩屋に封じ込めて戸隠寺

を開くと伝える〔ぼ阿智縛画龍〕。

※ぽ戸隠由顕光寺流記8では嘉祥3年とするが誤記か。

金堂行者が大多和窟に登癒して金光寺を建てたと伝える〔響顕光寺

流記蕩〕。

能因（998～輸5◎？）が永承5年（1050）前後に編纂したとされる
駐p

¥因歌枕還に「とがくし」が疲見。能因はこの頃、陸奥下向の途

次、戸隠を訪れたとする説がある〔滝沢貞夫「翻能因歌枕3と『名

駈歌枕躍の比較～信濃の歌枕を遜して一」謬名所歌枕（俄能因法師

撰）の木文の研究漏瓶収）。

宝光院（』禰岡院）が成立したと伝える〔冨顕光寺流記渥〕。

橘為仲が越後守在任中るこ信濃国水内郡の小川神社を参詣する〔冨橘
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〈1069～73＞

寛治元年（1㈱7）

永保年中（博81～3轟）

承徳2奪三（睾098）7＼董2

天永元年（覇1◎〉鳶＼

ハ3の

保安4年（辮23＞8＼

畏承3年（鰐3遷）

久安元年〈瀬51

仁平3年（習53＞

久欝元嫁く鱈5紛8＼

保元3年（質56＞

承安3発三く籍ア3）8＼22

治承年中（冒17～81＞

～台承3∫ド〈質79）8＼26

治承4年（質80）9＼7

治承5年（判剖〉犯＼唾旬僧増秀が纐主となって、

　　　欝州大学教育掌部紀要N（198

為仲家集渥乙本〕。この前後に戸購を訪れるか〔滝沢嚢夫「平安欝

代の戸鎌史の文献」寸言大遜語教育濯第3号）。

申院（富岡醗）が戒擁したと伝える〔罫顕光毒流霧潟）。

住鱈の持経巻遊民が火定したと伝える〔響拾遺往生転避）．

※鐸元亨釈書澄や騨天金測標醒で羅傑年ゆ（9鱗～8）とするのは

誤り。

本院の講堂が始めて建立されたと伝える。当時は別当如範の治由中

という。のち、改めて講在所に大講堂が建立されたとある〔9顕光

寺流記蕩〕．

京都高倉住人の敬縫溝原国親が鋸多宝塔一基を寄燵する（『顕光寺

流記醒〕

甥当静嚢（井上満実の子〉が農河上皇をii矯llしたかどで土佐国に配

流される〔騨百餌壷離）．なお、この任ぎ・1｛に井上光（満〉実が講堂

の東福璽広庇等の修築を箸うと伝える〔騨纈光寺流記露〕。

越後麟惣雛遊の下司藤原雛挙が鹿玉珠一覧と唐綾之穫一流を寄逸す

る〔露顕光寺経緯灘〕．

薩謙譲（第堪3代）の懇宮寺醍醐梨善勝が金泥法華経一離を奉納する

（冒葛掛寺流説毒〕。

陸灘の人、鰐義房智響が金泥法輩経～部を舞納する〔顕光寺遜恭〕。

懸藥の人、瞬灘墨描禅が金泥心経・阿弥艶経を奉納する（騨顕光寺

流記薄）。

別当暴民嘲権懸当湛跡廓灯明高乗房1蓑か二十一房の大衆の合力によ

り、銅仏器九枚が舞納される〔霞顕光寺流詑還）。

これより前、平正弘が木舞塞出を灯油料として憲進ずる〔露顕光春

流記醒〕

僧良智が願主となって、鰐灘一瀬と金：鍍一口を奉納する〔霧顕光寺

流記薄）．

東窟から金が採駅され、仏具三蔚を治鋳すると伝える〔騨顕光寺流

壽灘〕。

謹製見が圏大般若経羅巻五十を書写する（戸隠神社爆蔵経典興書）。

この頃成立したとされる後白河法皇感動梁塵穂抄透に悪慣された歌

謡に、霊験所としてヂ億濃の戸隠」が見える。

栗田寺窮当大法師鱗覚、村出義直らと水曾義伸に従い、平家の方入

笠原平五頼直を耀写植〈磐ヵ〉に破る〔罪悪妻鏡謹〕．

※この冷覚は建干五代寛覚の誤記1写〉、もしくは二十四代寛範と

二十五代寛覚の金網と考えちれる。

　　　　　　　　　　　響大鎧若経漏巻鎮二百五十を謬写するく戸
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文治2年く1186）3M2

8＼9

文治3イ菩三　（｛187＞　！1＼2璽

文治4年（月88）2＼3

建久IO年（l199）酷2

承元元年（1207）

建暦3年σ213）アV

建保2年：（12霊4＞窟＼28

建保4年（1216）籍＼8

承久2奪三（122｛｝＞9＼25

貞応元年（竃222）

｝書｛みδ2孟ト（3223）

貞応341…（1224）

天禰元年（稔33＞

謀手嚢2イ群（警236）

隠神社旧蔵大鍛著経腿書〕．

申央の蕪園領主に年貢を未進していた荘園の一つとして、「天台山

末寺　顕光寺」が見える（響嘉妻鏡遷〕。

僧覚厳が金泥法華経一部・心経・晦弥陀経三巻を奉納する〔翻顕光

寺瀟己薄〕。

野良円が願主となり、僧弁貞が邸大般若経渥巻第五百29十二を轍筆

する。午時に謬写が終了〔戸隠神継旧蔵大般若経輿書）。

某、匿大般若経遷巻第酉百二十を書写する〔戸隠神忽：旧蔵大鍛若経

奥書〕。

僧善学が細宇法華経一・部一紙半を即納する〔9顕光寺流記謬〕。

この年、隅木帯心が筑摩郡神弊郷に生まれたが、これより先、その

母は「戸蔵1、lj観音傑」に祈願して懐妊したと｛云える〔冨元亨釈書渥

巻六〕。この「戸蔵山」はド法町円明国師行実年譜謬などでは「戸

隠」とする。

別当代金剛仏子阿児梨管網が九頭龍宝蔚に銀鏡一面（広八寸、而上

に阿字あり〉と金色一孔雀十一鯵を奉納する（冨顕光毒流壽灘〕。

三勝纏現御宝薄に一大象牙歯念珠一連が奉納される〔冨顕光音流記薄

〕。

四駈権現に法体半身と打物面困休、圃じく火御子社に御正体（以上

いずれも金：色）を安置し、当山中務：大夫寺主欝欝が勤行する（ド曙

光寺流記離）。

若槻荘地頭の揮豆前司若槻頼高（隆1が牛王珠一顯を奉納する〔

ド顕光寺流記渥）。

この年、信濃国内の天台領二ヶ所に造内裏役が課せられたことに対

して、免除されるよう比叡山衆徒らが訴える。ここに戸隠顕光寺が

含まれるか〔騨民経記遇寛喜三年十月巻裏文書・年月日欠某書状〕．

木醗に王搬が奈良仏師の大仏師伊予別当によって造立される〔9顕

光寺流記鰯〕。

門院仁王像が京絵師の撫賀守によって彩色される〔騨電光寺流記還）

木銑仁ヨ三堂（門か）が一院大衆の助成により建立され、供養として

金躍仏子源応が法華八講を勤める（謬顕光寺流記喜〕。

飯縄大明初の託宣があり、我は臼木第三之天狗であるが、戸隠権現

の加護により、苦しみから脱却し、仁桐に列して戸隠山の鎮守とな

らんことを纐うと、述べたと伝える（窪輝光専流記濁〕。

治承年聖1置に冶錨した仏具を修理するために、本院の地を曳いて採石

したところ、石中より錫杖と十四捧の仏傑が出てきたので、これを

金銅宮殿を鋳直して安置したと伝える〔匿顕光寺流記諺〕。
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仁治3年（1242＞酷28　／1・河原左衛門尉藤原真国が獅子・小焉犬傷虐1犬）各一休を奉納する

　　　　　　　　　　　〔『顕光寺流記謬〕。

建姦3年（1251）11＼2、第：三一1・代別当の寛明が二二する。この別当の野中に三院大衆が離

　　　　　　　　　　　由して中条に居住するという（響顕光寺流記蓄〕。

建長5年（1253＞　死＼等6　　f曽⊂コ　（快ヵ〉然がξ大引門経渥を書写する〔戸隠神社旧蔵大般若経

　　　　　　　　　　　二二〕。

文永7年G270）　　　宝光院大衆が山を離れ、霊山寺に住むという（『顕光寺流記湯〕。

弘安6年G283＞　　　この年に成立した無住の匿沙石集渥（巻三下、小児之忠言事）に、

　　　　　　　　　　　「戸隠ノ由二二有ケル子息ノ児」の話が見える．

永仁4年（1296）2＼17故上野三郎入道の子息弥三部入道の子供が寺中で平声をしたため、

　　　　　　　　　　　三院の郷輿が火点三社に振り出す。第三十三代溺当寛清の任中とい

　　　　　　　　　　　う〔冨顕光寺流記避〕。

　　　　　　　　　　　※上野三郎は山麓の戸隠神領上野郷（現、戸隠村上野）の領主。

永f二5｛F（1297）ア＼

永で二6舞三（1298）正＼3

　　　　　　　　正＼7

9＼筆0

永仁7年（1299）3＼16

卵＼25

4＼25

5＼堪午

5M3

5＼網

5＼19

柱松幣〈柴灯のことか〉をめぐって行人と老僧との間に相論があり、

「火を指さず打ち畢る」という〔窪顕光寺流記渥〕。

夜二時、おびただしく霧あるという〔『顕光寺流記冴〕。

夜二時、木院御祭所が雪で突き崩され、人が死ぬ。圓琳坊行祐が灯

明職に就いてに二年巳の時という〔げ顕光寺流記避〕。

正月に本院が倒奇したために失オつれた九頭龍神の本地仏、木造聖観

音菩薩坐像（現、埴科郡戸倉町長泉寺所蔵）が圓琳昼行縮の発願に

より再造される〔同｛象背部陰刻銘〕。

僧善豪の勧進により、禅工房三二力億大般若経渥巻第百三十を書写

し終わる〔戸隠神祉旧蔵大二丁経奥書〕。

陶翻素話豪（教二二）の勧進により、中院義養野良噂が匿大般若経薄

巻第三百九十七を小河荘（小市郷）薗の日輪寺の住房で書写する。

良噂はこの時肥才。なお、書写した場所については、善豪のところ

に「宝光院書写」ともある（戸隠神社旧蔵大門若経奥書〕。

金剛仏子善豪が願主となり、弁海が『大般若経渥巻第二百三等（巻

不明一巻あり）を書写する〔戸隠神社旧蔵大半門経奥書〕。

金剛仏子善豪が三二願主となり、結縁した僧下学がぽ大般若経謹巻

第三百口0を執筆、口映の時に書写を終了〔’ ﾋ隠神祉旧蔵大般若経

奥書〕。

金剛仏子僧善豪を願主とした匿大般若経露巻策三百四十二が書写し

終る〔戸隠神室1二旧蔵大般若経回書）。

金剛仏子二三覆を纐主とした謬大般若経蕩巻第三百四十八が書写し

終る〔戸隠神二二蔵大王三二奇書〕。

楢善豪が願主となり、僧弁海が穿大般若経薄巻第百二十三を書写す
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5＼20

5＼21

il三安元年（1299）6＼3

7＼2

7＼3

7＼15

8M6

元亨元年（132D　3M8

元亨2年（1322）3＼18

3＼

5＼

る。その志は親父住心・除病延命・恒受快楽・心中所願・決定成就

のためとある〔戸隠神祉旧蔵大般若経奥書〕。

金剛仏子善豪が纐主となり、僧弁海が『大般若経毒巻第三百八十一

を書写する。その志は三所権現・火御子・八大金剛童子、当年行疫

流行、神部類巻帯、法楽荘厳、威光増益および弁海の二親縁友子息

家内諸人、除病延命・笹戸快楽、心中所記、決定成就のためとある

〔戸隠神社堅蔵大般若経奥書〕。

金剛仏子善豪が願主となり、帯解海が冨大般若経適巻第百六十三、

および三聖七十二を書写する〔戸隠神社旧蔵経典奥書）。

申院住の義養房良憲と幸松殿G5才）が、勧進は辞退しっっも、

超大般若畔引巻第三酉七十を書写する〔戸隠神社旧蔵大般若経輿書〕

教釈房阿隅隅善豪の勧進により、中院佐の義養坊良憲が小河荘の園

寺のf主房で『大般若経』巻第五百十四を書写する。生年娼才とある

〔戸隠勧社笹神大般若経奥書〕。

某、解大般若経』巻第百六十五が辰蒔に書写し終る〔戸隠神社旧蔵

大般若経営書〕。

教釈坊満開梨善豪の勧進で、中院住の義養房良憲と小市郷薗寺の宰

松殿（16才〉が関大般若経毒巻第二百六十四を書写する（戸隠神社

旧蔵：大般若経輿書）。

戸隠山に住む浄忍坊（生年20才）が、琿大般若経胴巻第三百二十二

を酉時に書写し終る〔戸隠神社旧蔵大般若経奥書〕。

この頃、十善豪が願主となり、尾張国中島郡住人の僧号智が『大般

若経』巻第三百六十二を書写するか（戸隠神社輩下大般若経奥書〕。

この頃、金剛仏子善豪が願主となり、僧聡欽が伊大般若経』巻第五

百九十二を書写するか〔戸隠神社旧蔵大般若経奥書〕。

埴科郡英田嚢松井に住む藤原正長が、二親菩提と現当所願の成就の

ために、『法華経湯巻第一の印板（版木）を中院権現の御宝前に施

入する〔戸隠神祉旧蔵妙法蓮華経版木）。

僧康盛が檀那となり、二親得道と法界平等利益のために、『法華経渥

巻第八の印板を中院権現の御宝前に先入する。願主は中院住の炎

（？）泉房の金剛仏子良祐、また「理経主」は木院住の祇蓮房寛等

とある〔戸隠神社旧蔵妙法i蓮華経版木）．

下院住の圓御坊行祐が、父母内外師、法界平等利、我が弁証真理の

ために、響法華経3巻第三の印板を勧進し、中院に施入する〔戸隠

神社三蔵妙法蓮華経版木　康永四年追書）。

芋河荘の住人次郎権守大伸臣盛家が二親成仏と法界平等利益のため

に、『法華経刃巻第二の印板を中院権現の御宝前に施入する（戸隠
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王E耀τ元｛影　（132！1）　9＼

亨£I172舞三（董325）7＼

；馨∫縛元辞そ　（1326）　3＼26

光

嘉暦2年：（1327）8＼2

嘉暦／霊｛籍　（1329＞　6＼等

〔建武ヵ〕元年

G33砺）

康永／1年（重3庵5＞環＼5

ダ毫2台4！ε罪三　（1365＞　3＼5

虻∫安6奪三（τ3ア3）5＼望2

多δ永2｛君（1395＞3＼

鼻δかく6｛葬　（書399）　騨＼車旬

轟蒼永7｛蕃三（MOO＞

　　　信州大掌教育掌部紀要恥98

神社撫蔵妙法蓮華経版木〕。

牲阿・明阿・南阿・了晦・信阿・蓮阿・楽阿・佐伯氏女・菅原氏女

・僧頼撞の十四が冨法華経口巻第四の印板を中院に施入する。その

志は「四恩を法界に及ぼし、…諸の群類を利益せん」ためとある

〔戸隠神社爆蔵妙法蓮華経二水〕。

妙阿と法阿が、霞ら門主として勧進して窪法華経澄巻第五の印板を

中院に施入する〔戸隠神蟹：癩蔵妙法蓬華丁丁水〕。

第三十三代溺当寛清（三十二代溺当寛遜嫡子）が66才で死去〔ド纈

寺流記3〕。

ザ火郷子牛王」なる春が、二親および瞬至諸聖霊証大菩提等のため

に、『法華経藩巻第六、七を三物し、中院に施入する（戸隠神社旧

藏妙法蓬華経版木〕。

禅実房明（圏ヵ〉が纐主となって行われた、三光三宝光院の大正二

巴…・蔀六三折の修理が終了する〔戸隠丁零至二紹蔵大般若経巻第三百七

一卜二輿書〕。

露二丁着二選の二水が施入される〔戸隠神社矯蔵大回三二版木〕。

元亨2年に行繍が施入した野法華経渥巻第三の印板が引散したので、

賢陶が勧進し、蹴教坊ほかの幸二坊と紀女、命部が再施回する（戸

隠神社幻蔵妙法蓬華二丁水〕。

戸隠山中院二三坊阿閣梨と善光轡西門正一房が熊野本宮に参詣して

願文を奉納する〔熊野本宮大社瞬蔵冨諸国櫨那願文帳謬〕．

佐久郡津金寺の良慶（のち武蔵警多院の住持〉が駅天台三二四教五

時名目甥上下二巻を著す。巻上の尊舜の輿書によると、良慶が戸隠

権現に参樋した蒔に、これを神前で入手し、三三させたため、本書

は「戸隠名臼」とも呼ばれたとある〔津金：寺所蔵匿天台圓宗四教五

罪名曲署巻上輿講〕。

釈有賢が「天竺霊観音簸頒一・責酋瀦」を本院御在所に施入安置する

〔げ戸隠撮三三大権現略縁起蓋所引解子院百籔函筒記渥〕、

泉陽坊閑清が宝筐印塔（三身昏こ「免」字が刻まれ、通称ザ稚児の塔」

と呼ばれる。越水牛王峰に現存）を奉納する〔反花座銘、野戸隠村

に於ける金石文躍）。

※なお、台座・塔身・屋蕎は別の塔のもので、とくに台座・塔身は

近世の造立らしい〔欝野一郎「戸隠および周辺の石造美術」露戸隠

一蕊合学衛調査報告一一還所収）．

守護小笠原長秀が善光寺に着陣した時、見物入の中に戸隠山の若ぬ

伏などがいたと見える〔靴大塔＝物語囲）。
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応永23年〈捌6）蕪＼IG　遊i行第十四代上人太空が善光寺に参詣したついでに、戸隠に参詣す

　　　　　　　　　　　る〔神奈川県立博物館所蔵『遊行縁起』）。

永享8年（稠36）8＼9　〔コ⇔菱初）清大徳が五輪塔を建立する〔中社墓地宮沢氏域内に残る。

　　　　　　　　　　　ただし、地輪のみ残存）。

　　　　　　　　　　　※［コ溝の墓塔の可能性もあり。

文安3年（纐6）　　　丁丁坊弁永が巨鍛若心経渥の版木を寄進する。二丁には「戸隠山物

　　　　　　　　　　　丁令」が陽刻されている〔二二大杉家蔵〕。

長禄2年G薦8）アM5一・1一穀町有通が諸木を校合して匿戸隠山顕光寺流記井序3を編纂し、

　　　　　　　　　　　二院御祭所に奉納する。二者は法林二二與〔二二奥書〕。

長禄4年（1460）正M2二二が旦那とし家内安楽のために造立した木造阿弥陀如来立像を、

　　　　　　　　　　　二二二丁梨が供養する〔同工胎内墨署銘、戸隠村上野清水家所蔵〕。

寛正6年（稠65＞7M5　僧発恵が善光寺からの帰途、戸隠奥院に参詣し、「七二やしたっ岩

　　　　　　　　　　　ほに松がねのたてるも神のカとそみる」など二首を詠む〔冨善光寺

　　　　　　　　　　　記行曝〕。

大永4年（152の　　　これより先、三二衆徒のうち天台・真言両流の修験道の岡で確執が

　　　　　　　　　　　起こり、この年、天台道士の魁であった東光託宣澄が真言道圭に殺

　　　　　　　　　　　害されたと伝える。第四十二代別当宣秀の任中という〔戸隠山神領

　　　　　　　　　　　記）。

　　　　　　　　　　　※従来、この事件は応仁2年（1轟68）のこととされることが多かっ

　　　　　　　　　　　た。しかし、その根拠については、乗二二のド戸隠二大権現縁起漏

　　　　　　　　　　　に「応仁文明ノ匪ニヤ」とあるくらいで、必ずしもはっきりせず、

　　　　　　　　　　　むしろ、別当宣秀の在任時期等を勘案すれば、冨戸隠山神領記諏の

　　　　　　　　　　　いう大永4年が妥当と思われる。なお、匡戸隠一総合学衛報告一渥

　　　　　　　　　　　によると、宣澄の患世地の旧二村三皇の生家裏にある石山に「宣澄

　　　　　　　　　　法師墓」と「大永四年七月九日jの銘があるというが、後世の追善

　　　　　　　　　　　供養塔らしい。

　　　　　　　　3＼翻i宣澄が殺害された後、台密修験の輿義を相承するものがいなくなつ

　　　　　　　　　　たため、第四十二代別当の宣秀と弟子の栄快く第四十三代別当）ら

　　　　　　　　　　　が豊前国彦山で修行したと伝え〔露戸隠出神領記5〕、この日、栄

　　　　　　　　　　快は彦山霊山寺伝灯大先三位二二房かち台密入山修行の極意を授与

　　　　　　　　　　　され（『戸隠由神領二選所引入二二証状〕、併せて『二二濁｛二一

　　　　　　　　　　巻や冨三十三可決3等を伝授される〔『戸隠山神領記渥〕。

弘治3旧く1557）2M7武田儒玄と上杉謙信の合戦で当山が侵されたので、大衆は三越三国

　　　　　　　　　　頚城郡下由（関山ヵ）に逃れ、6月26日に帰山するという〔ド戸隠

　　　　　　　　　　1！1神領記躍『戸隠由大権現縁起5）。

　　　　　　　　　　　※帰山の岡付は、げ戸隠山大権現縁起遍では23日とする。

永禄元年（τ558）8噛劃武L｛1信玄が戸隠中院神殿に願文を捧げ、当年中に蔽を滅ぼし信州十
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；永禄2資三（1559）6＼著9

永禄4年（1561）

永孕最7｛響三（1564）蓋鼠唾向

：文禄元年（1592）葬

文禄3年（1594＞ハ春

慶長9玄ド（書604＞ア＼

8＼2

慶長10年（1604）言へ吉

慶長11年（1606）臥♂1

慶1蓬重3臼三　（16σ8＞　5＼21

慶長17年（1引2＞5＼禰

二郡を自分が掌握できたら、当社を修理すべきことを誓う〔『戸隠

神領記翁所収副文〕。

夜、また越後勢が攻めてきたため、三院衆徒は木那佐へ逃れるとい

う〔冨戸隠山神領記謬〕．ただし、9戸喰出大権現緑起3では「住

居鬼無里、小ノiljとする。

『修験匿1答蕩がまとめちれる〔蛮書外題〕。

奥院の祇桑坊真祐らは謙信の再侵略を恐れて、穎客七十余人を率い

て、武田方の大日方氏領小川郷筏ヵ鋒に移り、天下直柄を祈るとと

もに、戸隠の法式通りに入峰灌頂を修行するという。なお、「三院

灯明」は居残るとある〔写戸隠山大権現縁起還〕。

上杉景勝、豊臣秀吉の命で朝鮮に綴賦する際、第四十五代別当寵栄

（かつて越後春日山に奇寓）をして、無事に帰国できたら社殿・仏

1測を再興する旨を戸隠：大権現に祈誓させる〔蜀戸‘隠山神領記』〕。

土杉景勝、朝鮮から無事帰国できた（文禄2年10月26日）ことによ

り、かねての祈誓通り、戸隠の神殿・仏宇の造替を開始する〔ギ久

ijj文書」露頭供養願文、響戸隠出神領記』〕。

松城城主松平忠輝の臣大久保長安が戸隠権現に神領二百石（紹来か

らの神領栗田村八十雁分に上棚；附八石面斗と二条で百十一石二更

を合わせた分〉を審熾したらしい〔冒戸隠神領記み駈収慶長十七年

五月朔日徳川家康朱印状など〕。

栄尊（第四十五代手並の弟子〉が師の跡を継いで第四十六代別当と

なる〔『戸隠山神領記看）。

大阿図工法印福栄（前別当）の墓塔〈石造五輪塔〉が造立される

〔同銘文、中祉久山氏墓地に現存）。

※追善供養塔の可能牲もあり。

大久保長安が金銅釣灯飛を戸隠大明神に寄進する〔鍔銘文、善光寺

玉照応所蔵〕。

当山常住物であった『戸隠山顕光寺流記潟が甲越合戦の際に越後に

奪取されたため、祇蓮坊祐聖が買い求め、重ねて寄進する。法林坊

浄祐の品質筆である〔同書奥書〕。

源氏女宮内卿が願主となり、輪島（藤療〉光重が鋳造した御正休心

が戸隠大明神の宝前に寄進される〔岡窯出銘文、戸隠神社輿社所蔵〕

徳川家康が、従前の栗照村・二条・上楠川合計二百石に加えて、上

野村・栃原村内下締川・宇和原・奈良尾の八百石を新たに加えた都

合千石を寄進する（配戸隠山神領記遡所収朱印状、謬木光国師日記3

同臼条〕。

同日、徳川家康が五ヶ条の戸隠山法度を下す〔戸隠神社文書、冨木
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　　　　　　　　　　　光国師日記渥岡日条〕。

慶長17年G田2）　　　桂海（第四十六代栄尊の弟子）が師の跡を継いで第四十七代溺当と

　　　　　　　　　　　なる〔戸隠山神領記〕。

　　　　　　　　10＼21金地院崇伝が、戸隠山使僧による先日（10日吉日）の白布一端献上

　　　　　　　　　　　に対する礼と、家簾の朱印状頂戴の旨を書状で伝える（9本光国師

　　　　　　　　　　　日記月同日条）。

慶長18年〈1612）7＼19徳川秀忠が戸隠神領千石を安堵する旨の黒印状、および五ヶ状の掟

　　　　　　　　　　　書を下す〔戸隠神社文書〕。

慶長19年（1613）　　　俊海（桂海の弟子、北城氏、上杉謙儒の姪という〉が師の跡を継い

　　　　　　　　　　　で第四一卜八代の別当となる〔『戸隠山神領記渥〕。

申世末期まで　　　　　信濃国内の六十六部霊場の札所として、善光寺のほかに戸隠が加わ

　　　　　　　　　　　る（「豊後余瀬文書」六十六部奉納札所覚書〕。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1999年9月27E】　　受理）


